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聖徳学園中学校 適性検査（２科型）
適性検査Ⅰ・Ⅱ 解答例と解説

　この解答例と解説はあくまでも採点の一例を示したものです。
　本校にお問い合わせいただきましても、個別の採点内容等につきましては、
お答えできません。あらかじめご了承ください。
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１ 

詩 

 

出
典
は
、
ま
ど
・
み
ち
お
「
ゴ
ミ
運
搬
車
」
に
よ
る
。
ゴ
ミ
運
搬
車
が
来
な
い

と
人
間
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
か
と
い
う
描
写
か
ら
始
ま
り
、「
ゴ
ミ
と

は
何
か
」
に
つ
い
て
考
え
る
詩
と
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
に
、「
人
間
に
と
っ
て
の

ゴ
ミ
」
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
が
、
途
中
か
ら
、「
地
球
に
と

っ
て
の
ゴ
ミ
」
と
は
何
か
と
い
う
、
視
野
を
広
げ
た
展
開
に
な
っ
て
お
り
、
実
は

「
人
間
」
こ
そ
が
「
地
球
」
に
と
っ
て
「
ゴ
ミ
」
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
特
に
難
し
い
表
現
は
な
い
が
、
地
球
を
擬
人
化

（
ぎ
じ
ん
か
）
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
丁
寧
に
読
み
取
り
た
い
。 

 

２ 

文
章 

 

出
典
は
、山
崎
充
哲『
タ
マ
ゾ
ン
川 

多
摩
川
で
い
の
ち
を
考
え
る
』に
よ
る
。

川
崎
市
出
身
の
作
者
は
、
多
摩
川
周
辺
で
育
ち
、
幼
い
頃
か
ら
多
摩
川
で
釣
り
な

ど
を
し
て
遊
び
、
長
い
間
、
多
摩
川
を
見
つ
め
て
き
た
。「
タ
マ
ゾ
ン
川
」
は
、
こ

の
作
者
の
造
語
で
、
飼
え
な
く
な
っ
た
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
人
が
絶
え
ず
、
ア
ロ
ワ

ナ
や
ピ
ラ
ニ
ア
、
グ
ッ
ピ
ー
や
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
ガ
ー
な
ど
の
外
来
種
が
増
加
し
て

し
ま
っ
た
多
摩
川
を
、
南
米
の
ア
マ
ゾ
ン
川
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
人
間

の
身
勝
手
な
行
動
が
環
境
に
与
え
る
影
響
を
、
具
体
的
な
事
例
か
ら
読
み
取
り
た

い
。 

 

〔
問
題
１
〕 

解解
答答
例例  

 

・
生
き
物
の
存
在
を
意
識
す
れ
ば
と
い
う
こ
と
。（
十
八
字
） 

 

【【
解解
説説
】】  

 

こ
の
問
題
は
、「
い
の
ち
」
と
は
何
を
指
す
か
、「
感
じ
る
」
と
は
何
を
す
る
こ

と
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
文
に
出
て
く
る
「
い
の
ち
」

に
相
当
す
る
も
の
は
、
具
体
的
に
は
「
ア
ユ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
多
摩
川
で
暮

ら
す
「
い
の
ち
」
は
、「
ア
ユ
」
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ

ば
、「
い
の
ち
」
は
「
ア
ユ
」
も
含
め
た
「
生
き
物
」
全
体
を
指
す
言
葉
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
感
じ
る
」
は
、「
身
近
に
感
じ
る
」
と
い
う
言
い

方
が
あ
る
よ
う
に
、
単
に
肌
で
と
ら
え
た
感
覚
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
感
性
を

通
じ
て
判
断
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
も
あ
る
。
身
近
に
多
摩
川
を
感
じ
、

観
察
し
て
き
た
作
者
の
感
性
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
読
ん

だ
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
作
者
と
同
じ
よ
う
な
意
識
を
持
て
ば
、
良
い
方
向
に
変
わ

り
、
環
境
も
改
善
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
今
後
の
展
開
を
期
待
し
た
表

現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
二
点
を
踏
ま
え
て
、
字
数
制
限
に
合
う
よ
う
に

ま
と
め
て
い
き
た
い
。
な
お
、「
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
」
と
い
う
問
い
な
の
で
、
文

末
は
「
～
こ
と
」
で
終
わ
る
よ
う
に
注
意
す
る
。 
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・
生
き
物
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
。
（
十
四
字
）



〔問題２〕 

１  

( の ) ( の さ) ( の )で の の が求められ

る。これを すると、 は の さが い 、 の が大き なるた

め、 が れきる になる。 

【解説】 

ー ーは に せて さを えてあるため、 の 面を にして さを べると、

( の ) ( の さ)と表 することができます。 の ー ーに がありますの

で、( の ) ( の さ) ( の )で、 の を求めることができます。 

は い で の が さ なることから、 い で の が に れ切っ

たことがわかります。 

 

 

図 のグラ より、 ー ーの を すと、 の が しに

なり、 の の がより に ため。 

【解説】 

図 のグラ を ると、グラ の きから の が りに なっていることがわ

かります。 の ー ーの と の ー ーの の が しに なっている

ため、 の ー ーから の ー ーに れ出る の は に いていることが

わかります。 

の では、 の が な なると を して 用していました。また、

を させる の は ではな 、 面の に るように されて り、 の

の による がな なります。このように、この より さらに が に

よう されています。 

 

 

 

〔〔
問問
題題
２２
〕〕  

解解
答答
例例  

人
間
が
生
活
す
る
上
で
捨
て
た
汚
い
も
の
を
処
理
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の
。

（
三
十
字
） 

 

【【
解解
説説
】】  

 

〔
問
題
１
〕
に
引
き
続
き
「
地
球
・
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
問
題
で
あ

る
。〔
問
題
１
〕
で
は
〔
詩
〕
の
み
を
出
題
範
囲
と
し
て
設
定
し
た
が
、〔
問
題

２
〕
で
は
そ
れ
を
応
用
し
、〔
文
章
〕
の
内
容
と
絡
め
て
考
察
す
る
こ
と
を
要
求

し
た
。 

 

〔
詩
〕
で
は
、
人
間
が
出
し
た
「
ゴ
ミ
」
を
処
理
す
る
も
の
と
し
て
「
ゴ
ミ

運
搬
車
」、
そ
し
て
、〔
文
章
〕
で
は
、
人
間
が
出
し
た
「
下
水
」
を
処
理
す
る

も
の
と
し
て
「
下
水
処
理
場
」
が
出
て
く
る
。「
ゴ
ミ
」
も
「
下
水
」
も
人
間
が

生
活
す
る
上
で
必
ず
排
出
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
汚
い
も
の

と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
れ
を
処
理
す
る
も
の
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
点

を
踏
ま
え
て
、
字
数
制
限
内
で
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

        

〔〔
問問
題題
３３
〕〕  

解解
答答
例例  

 

解
答
省
略 

 

【【
解解
説説
】】  

 

〔
詩
〕
で
は
、「
ゴ
ミ
」
問
題
、〔
文
章
〕
で
は
「
温
暖
化
」
や
「
外
来
魚
」
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
。
ど
ち
ら
も
、
人
間
の
生
活
が
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
地
球
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々

悪
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、〔
詩
〕に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
地
球
」

に
と
っ
て
の
「
ゴ
ミ
」
つ
ま
り
「
不
快
の
も
の
」
が
「
人
間
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
人
間
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
問
題
は
、「
本
文
に
書
か
れ
て
い
る
以
外
」
で
「
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
」

提
案
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
地
球
上
で
現
在
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
か
を
提
示
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
解
決
策
・
対
応
策

を
講
じ
る
の
か
を
具
体
的
に
書
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
解
決
策
・
対
応
策
に
説
得

力
が
あ
り
、
実
現
可
能
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
高
評
価
と
な
る
。 
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１ 
〔問題１〕 

〔    １０  〕 通り 

〔説明〕表１または図１から頼んだ７．５秒未満の人は５人とわかる。 

この５人から３人を選べば良いので、５人をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅさんとして

考えて書き出すと（Ａ,Ｂ,Ｃ）（Ａ,Ｂ,Ｄ）（Ａ,Ｂ,Ｅ）（Ａ,Ｃ,Ｄ）（Ａ,Ｃ,

Ｅ）（Ａ,Ｄ,Ｅ）（Ｂ,Ｃ,Ｄ）（Ｂ,Ｃ,Ｅ）（Ｂ,Ｄ,Ｅ）（Ｃ,Ｄ,Ｅ） 

の１０通りが考えられる。 

【解説】 

ヒストグラムからクラスで 7.5 秒未満の人は 5 人とわかります。5 人から 3 人を選ぶ方法を、

樹形図などを用いて書き出して求めます。 

 

〔問題２〕 

 

【解説】 

図２と図３を見比べます。シールを貼る形を考えると、図３のＤＣ、ＥＦをそれぞれ延長して

交わった点をＯとすると、三角形ＯＤＥを回転させてできる立体は円錐となり、円錐の展開図

は扇形となります。この円錐をＣＦで切断してできる面は円となります。ＤＥとＣＦそれぞれ

断面は円になると考えられ、ＤＥの方がＣＦより大きい円であるのでシールの展開図は答えの

ようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４シールの台紙 
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適性検査Ⅱ



〔問題３〕 

で る人の５０ の ム〔  ．３３  〕秒 

〔説明〕 

A の人は 8( )×3 1( )×3 30( ) 

B の人は 8( )×3 2( )×3 36( )の を る。 

36( ) る人の さ = 36( ) ÷ 5(秒) = 7.2( /秒) 

36( ) る人の 50( ) の ム =  ÷ 36( ) る人の  

36( ) る人の 50( ) の ム = 50( ) ÷ 7.2( /秒)  6.94(秒) 

ように 

30( ) る人の さ = 30( ) ÷ 5(秒) = 6( /秒) 

30( ) る人の 50( ) の ム =  ÷ 30 る人の  

30( ) る人の 50( ) の ム = 50( ) ÷ 6( /秒)  8.33(秒) 

 

【解説】 

を る人と を る人が に 5 秒で ールできる を考えます。 

を る人は図７より、 

 8( )×3 2( )×3 36( )の を ります。このときの さは 

 36( ) る人の さ = 36( ) ÷ 5(秒) = 7.2( /秒) 

この の 50 の ムは 

 50( ) の ム = 50( ) ÷ 7.2( /秒)  6.94(秒) となります。 

 ように を る人を して 

 8( )×3 1( )×3 30( ) 

 30( ) る人の さ = 30( ) ÷ 5(秒) = 6( /秒) 

 50( ) の ム = 50( ) ÷ 6( /秒)  8.33(秒) となります。 
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〔問題１〕 

 

解 

 

 の長 は、 を大 に に こなうことができ、 の に し

す 、 を し すいことである。 

 は、 のための として スを 用するが、それらの は

であること、 はすべて に頼っているため との の により の が え

な なる がある。また、 出 とて い。 

 
 の長 は、 にかかる 用が 、 出 ないことである。 

 は、 に問題があることである。そのため の では の はとて

な なっている。 

 
の長 は、 ル ーを 用して り、 するときの 用 、

出 ないことである。 

 は、 用の ルが なこと、 によって され、 が ではない。 

 
【解説】 

は１ ５１ には が な 方法でしたが、より な の が

えていきました。 の は スですが、い れ はその

を に頼っています。 は による の を してい でしたが、

２０１１ の 大 による の により、 の

が 問 されることとなりました。そのため で の が い が いてい

ます。 

に しい では、 ル ーを 用した の が えること ましいですが、

大 に することは にまだ しい です。 
  

選んだ 方法  

〔説明〕 

の長 は、 ル ーを 用して り、 するときの 用

、 出 ないことである。 

は大 な の には 用 かかり、 の に る

ために の 大き 、 たな は しいことである。 
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〔問題２〕 

〔説明〕 

 での は、 などから まで ぶことができ、 な に

な だ をす に ぶことができる。 

 ー ルシ トが まない は、 では に大 の を ぶこ

とができるが、 の を ぶのには していない。また、 の は か

ら まで、 の は から までしか ぶことができない。 から

まで、 から までは を かえて で ぶ があるため。 

 

【解説】 

 の は と と が でしたが、明 、 が に され、

での は とと に な を たしてきました。 （トラ ク）での が

んになるのは、１ ５ の 、１ の の開通 のことで、

これにより （トラ ク）による長 が となりました。 

 （トラ ク） のよい点は、 の を など から などの

の と と ぶことができる点です。 方で （トラ ク） は に比べ

１回に べる の は な 、 の 出 いことが問題となっています。

では の による ー ルシ ト われて り、 し の形が わり ありま

す。 
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〔問題２〕 

〔説明〕 

 での は、 などから まで ぶことができ、 な に

な だ をす に ぶことができる。 

 ー ルシ トが まない は、 では に大 の を ぶこ

とができるが、 の を ぶのには していない。また、 の は か

ら まで、 の は から までしか ぶことができない。 から

まで、 から までは を かえて で ぶ があるため。 

 

【解説】 

 の は と と が でしたが、明 、 が に され、

での は とと に な を たしてきました。 （トラ ク）での が

んになるのは、１ ５ の 、１ の の開通 のことで、

これにより （トラ ク）による長 が となりました。 

 （トラ ク） のよい点は、 の を など から などの

の と と ぶことができる点です。 方で （トラ ク） は に比べ

１回に べる の は な 、 の 出 いことが問題となっています。

では の による ー ルシ ト われて り、 し の形が わり ありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問題１〕 

１                         １  

                 

の の出は りのためその は りになるので、 。 の の

出は りのためその は りとなり、 。 、 は である。

5 23 は の と なので、 が てはまる。 

【解説】 

１を 考にして、 の出の方 から、 の のでき方を ー して を

していきます。 の は の方角の にできます。また、 の さが いとき

にできる の の長さは 、 の さが いときにできる の長さは長 なります。 

の は７ と 、 きにできる の長さは なります。また、 の

出の方角が より に３０ ど れるため、 の にできる の の方 は き

となり が します。 

の は３１ と 、 きにできる の長さは 長 なります。 の出の方

角が より に３０ れることから と に考えて、 の にできる の

の方 は きとなり、 が します。 

の は５５ で と の にあたり、 の出の方 うど である

ため、 となります。表にはありませんが、 た となります。 

る選 の は、 の と である 5 23 の のと考えられるため、 を

した に べ えると、 となります。 

 

 

１ との り の さの り方が さ なってい ので、 り

の が える より 、 が える の うが ない。したがっ

て、１ との は に かう ど、 が なっている。 

【解説】 

 の を見ると との の さの は さ なっていっているため、

り は にい にしたがって、 えに なっていることがわかります。 ど え

る が 、 ど える が ないため、 り に た の はわ か

なってい と考えられます。 
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〔問題２〕 

１  

( の ) ( の さ) ( の )で の の が求められ

る。これを すると、 は の さが い 、 の が大き なるた

め、 が れきる になる。 

【解説】 

ー ーは に せて さを えてあるため、 の 面を にして さを べると、

( の ) ( の さ)と表 することができます。 の ー ーに がありますの

で、( の ) ( の さ) ( の )で、 の を求めることができます。 

は い で の が さ なることから、 い で の が に れ切っ

たことがわかります。 

 

 

図 のグラ より、 ー ーの を すと、 の が しに

なり、 の の がより に ため。 

【解説】 

図 のグラ を ると、グラ の きから の が りに なっていることがわ

かります。 の ー ーの と の ー ーの の が しに なっている

ため、 の ー ーから の ー ーに れ出る の は に いていることが

わかります。 

の では、 の が な なると を して 用していました。また、

を させる の は ではな 、 面の に るように されて り、 の

の による がな なります。このように、この より さらに が に

よう されています。 
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